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分類 内容 日付

2.2.0.0 4.2.1.19 変更

〇2.1.0.0からの変更点
　・機能追加
　　・UI英語化対応
　　　１、項目表示を日本語、英語切替選択する機能。
　　　２、前回利用設定を引き継ぐ
　　　３、呼出し元から表示言語指定可能とする
　・機能修正
　　・Onedrive OAuth2.0 対応
　・障害対応追加
　　・ToolsSDKの入替え(4.2.1.10→4.2.1.19)

2018/05/31

2.1.0.0 4.2.1.10 変更

〇2.0.0.1からの変更点
  ・要件に対する修正内容
　　・画面レイアウト変更機能
　　　設定ファイルにより、ヘッダー、フッター、ページ描画領域の
　　　背景色の変更が可能。
　　・POST/GET
　　　設定ファイルにより、WebViewerを閉じた後の画面遷移種類の
　　　POST/GET切り替えを可能にする。
　　・戻りパラメータ
　　　WebViewer呼び出し時に追加パラメータを指定できるようにし、
　　　WebViewer終了後の画面遷移にそのパラメタを渡せるよう
　　　にする。
　　・付箋への現在日付挿入
　　　設定ファイルにより、付箋追加時のテキスト内容に
　　　現在日付[YYYY/MM/DD]を自動付与を可能にする。
　　・付箋の文字数
　　　設定ファイルにより、付箋に記入できる最大文字数を
　　　指定可能にする。
　　・付箋の高さ変更
　　　設定ファイルにより、付与する付箋の高さ及び文字サイズの
　　　指定を可能にする。
　　・読み込み時のPDF表示倍率を変更
　　　設定ファイルによりWebViewer表示時の初期倍率指定
　　　を可能にする
　　・付箋サイズの固定
　　　設定ファイルにより、WebViewer拡大/縮小表示時に
　　　付箋表示サイズを下辺とするか固定とするか選択可能とする。

2017/07/31

・それ以外の修正
　　・ToolsSDKを最新に入れ替え。
　　　2.0.0.1まではWebViewer専用のSDK（5.1.0.2）を使用して
　　　いたが、今版（2.0.0.2）より2017年リリースのI/F統合版
　　　（4.2.1.10）に入れ替え。
　　　→ブラウザ表示時に余計な線が入る現象が解消される。
　　・ToolsSDK(4.2.1.10)への変更に伴う修正
　　  (フォーム関連不具合修正)

 ・対応OS、対応SQLServerの追加
　 Windows Server 2016、SQLServer 2016での検証を実施 2017/11/14

2.0.0.1 5.1.0.2 変更

〇2.0.0.0からの変更点
　・機能追加
　　・2012と併せ印刷通知機能を追加
　・障害対応追加
　　・細い罫線などが印刷時に消えてしまう件の対応
  　　→WV2012とあわせ印刷時の解像度を600dpiに修正。
　　・印刷機能にて両面印刷時に範囲指定を1にした場合
　　　2ページ目　まで印刷される件について印刷用ToolsSDKを改修版に入れ替え

2016/01/19

2.0.0.0 5.1.0.2 新規
〇1.6.0.10からの変更点
　・メジャーバージョンUP（表示画面UI刷新）
　・WebViewer2012からの既存バグ修正
　・使用ToolsSDKバージョン変更（5.1.0.2）

2014/11/01
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